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一
．「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
概
要

　

古
代
ロ
ー
マ
の
街
で
は
、
四
方
を
道
路
で
囲
ま
れ
た
イ
ン
ス
ラ
（
街
区
）
の

な
か
に
、
数
軒
か
ら
数
十
軒
の
戸
建
て
が
壁
を
隔
て
て
立
ち
並
ん
で
い
た
。

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」（Casa del Fauno

）（
Ⅵ
、
12
、
2
）
は
、
一
つ
の
イ

ン
ス
ラ
全
て
を
敷
地
に
持
つ
巨
大
な
邸
宅
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
前
三
世
紀

末
か
ら
古
代
ロ
ー
マ
の
一
般
的
な
邸
宅
に
導
入
さ
れ
て
い
た
ト
ス
カ
ナ
式
ア
ト

リ
ウ
ム
（
天
窓
付
き
の
広
間
）
と
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
宮
殿
の
中
庭
を
模
し
た
ペ
リ

ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
列
柱
付
き
の
中
庭（

（
（

）
が
備
わ
っ
て
い
た
（
図
1

（
（
（

）。
ア
ト
リ

ウ
ム
と
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
あ
り
、
ア
ト
リ
ウ
ム

（
7
）（
27
）
は
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
通
り
に
面
し
た
フ
ァ
ウ
ケ
ス
（
玄
関
）（
53
）

の
あ
る
南
側
に
、
東
西
に
並
ん
で
配
置
さ
れ
、
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）

（
40
）は
そ
の
北
側
に
南
北
に
並
ん
で
配
置
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
広
間
や
中
庭
は
、

周
囲
に
設
置
さ
れ
た
小
部
屋
や
通
路
に
よ
っ
て
繋
が
れ
て
い
た
。
西
側
の
ア
ト

リ
ウ
ム
（
27
）
か
ら
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）
に
か
け
て
は
、
ポ
ン
ペ
イ
の

壁
画
を
分
類
す
る
様
式
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
時
代
に
流
行
し
た
第
一
様
式

（
（
（

の

壁
面
や
、部
屋
の
床
面
を
彩
る
モ
ザ
イ
ク
が
設
置
さ
れ
、浴
室
や
サ
ー
ビ
ス
ル
ー

ム
と
接
続
し
て
い
る
東
側
の
ア
ト
リ
ウ
ム
（
7
）
よ
り
も
豪
華
な
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
た
。
古
代
ロ
ー
マ
世
界
に
お
い
て
ア
ト
リ
ウ
ム
は
、
経
済
的
に
富
裕
な

支
援
者
（
パ
ト
ロ
ヌ
ス
）
と
、
支
援
の
見
返
り
に
そ
の
選
挙
活
動
を
支
え
る
被

支
援
者
（
ク
リ
エ
ン
テ
ス
）
が
、
定
期
的
に
集
会
を
行
う
場
と
し
て
使
用
さ
れ

た
（
（
（

。「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
お
い
て
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
は
集
会
に
使

用
さ
れ
、ア
ト
リ
ウ
ム
（
7
）
は
使
用
人
が
行
き
来
す
る
家
庭
内
の
空
間
で
あ
っ

【
資
料
紹
介
】

日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

―
宋
元
時
代
を
中
心
に
　
改
訂
増
補
版
（
上
）

―
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た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

最
初
の
発
掘
は
、
一
八
三
一
年
十
月
か
ら
一
八
三
二
年
五
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
カ
ル
ロ
・
ボ
ヌ
ッ
チ
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
イ
タ
リ
ア
隊
が
、
イ
ン
ス
ラ
の
北
壁
に
面
し
た
サ
ー
ビ
ス

ル
ー
ム
を
除
く
、
邸
宅
内
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
部
屋
を
掘
り
起
こ

し
た
。邸
宅
の
床
か
ら
発
見
さ
れ
た
壮
麗
な
モ
ザ
イ
ク
装
飾
は
、

遺
跡
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
ナ
ポ
リ
に
輸
送
さ
れ
、
王
立
ブ
ル
ボ

ン
博
物
館
（
現
在
の
ナ
ポ
リ
国
立
考
古
学
博
物
館
）
に
展
示
さ

れ
た（

（
（

。
発
掘
は
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
中
に
多
く
の
調
査
資
料
が
失
わ
れ
、

ま
た
遺
跡
自
体
の
風
化
も
進
ん
だ（

（
（

。

　

一
方
、
一
九
一
二
年
と
一
九
六
一
年
に
ド
イ
ツ
考
古
学
研
究

所
が
行
っ
た
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
調
査
で
、
長
期
間
に
わ

た
る
改
築
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
終
的
な
調
査
結
果

を
ま
と
め
た
記
事
は
、『
ポ
ン
ペ
イ
：
絵
画
と
モ
ザ
イ
ク
（Pom

peii: pitture 

e m
osaici

）』
の
第
五
巻
に
編
纂
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た（

（
（

。
記
事

を
執
筆
し
た
ア
ド
ル
フ
・
ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
と
、
改
築
は
大
き
く
二
つ
の
段
階

に
分
け
ら
れ
る
。第
一
段
階
は
前
二
世
紀
前
半
に
始
ま
り
、前
三
世
紀
か
ら
建
っ

て
い
た
邸
宅
が
解
体
さ
れ
て
、
二
つ
の
ア
ト
リ
ウ
ム
（
7
）（
27
）
と
一
つ
の

ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）
を
含
む
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
建
設
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
遅
く
と
も
前
二
世
紀
の
半
ば
ま
で
に
終
わ
る
。
第
二

段
階
は
前
二
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
始
ま
り
、
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
40
）
の

増
設
、
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
エ
ク
セ
ド
ラ
に

は
床
に
巨
大
な
戦
闘
図
の
モ
ザ
イ
ク
が
敷
か
れ
、
同
時
に
整
備
さ
れ
た
二
つ
の

ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
34
）（
35
）
の
床
の
中
央
に
も
、
図
像
を
表
し
た
細
密
な

モ
ザ
イ
ク
が
設
置
さ
れ
た
。
二
つ
の
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
の
中
央
部
の
モ
ザ
イ
ク

は
い
ず
れ
も
正
方
形
に
近
い
長
方
形
で
あ
り
、
四
辺
を
装
飾
的
な
枠
で
囲
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
部
分
は
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
（em

blem
a

）
と
呼
ば
れ
る（

（
（

。
ま
た
、

遅
く
と
も
前
一
世
紀
初
期
に
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
の
翼
部
（
29
）（
30
）、

ク
ビ
ク
ル
ム
（
28
）
に
も
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
が
設
置
さ
れ
、
フ
ァ
ウ
ケ
ス
（
53
）

の
敷
居
や
戦
闘
図
の
あ
る
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
の
敷
居
に
は
フ
リ
ー
ズ
状
の
モ

ザ
イ
ク
が
設
置
さ
れ
た（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
モ
ザ
イ
ク
の
多
く
は
、
両
辺
が
三
ミ
リ
以
下
の
テ
ッ
セ
ラ
（
四
角

い
切
り
石
）
を
並
べ
て
図
像
を
表
す
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
隆
盛
し
た
、
オ
プ

ス
・
ウ
ェ
ル
ミ
ク
ラ
ー
ト
ゥ
ム
と
呼
ば
れ
る
モ
ザ
イ
ク
技
術
で
制
作
さ
れ
た
も

図1　「ファウヌスの家」平面図
A.Christensen, “From Palaces to Pompeii: The Architectural and 
Social Context of Hellenistic Floor Mosaics in the House of the 
Faun,” Florida State University Libraries (2006), p.109.
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の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
作
品
そ
の
も
の
か
ら
の
手
が
か
り
が

少
な
く
、
部
屋
の
改
装
年
代
が
最
も
重
要
な
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、改
装
後
に
時
間
を
お
い
て
モ
ザ
イ
ク
の
設
置
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、

設
置
年
代
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
は
っ
き
り
と
言
え
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
モ
ザ
イ
ク
装
飾
が
、
第
一
様
式
の
壁
画
と
と
も
に
、
ポ
ン
ペ
イ
が
ヴ
ェ

ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
噴
火
に
よ
り
埋
ま
る
後
七
九
年
ま
で
、
丁
寧
に
保
存
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
フ
ァ
ウ
ケ
ス
（
53
）
か
ら
エ
ク
セ
ド
ラ

（
37
）
に
か
け
て
、
モ
ザ
イ
ク
を
中
心
に
室
内
装
飾
を
観
察
し
て
い
く
。

二
．「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
図
像
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク

　
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
入
り
口
は
二
つ
あ
る
。
ど
ち
ら
も
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ

通
り
に
面
し
た
邸
宅
の
南
部
に
位
置
し
、
こ
の
う
ち
西
側
の
フ
ァ
ウ
ケ
ス

（
53
）が
ア
ト
リ
ウ
ム（
27
）に
通
じ
る
。
ア
ト
リ
ウ
ム
へ
の
敷
居
に
は
、フ
リ
ー

ズ
状
の
モ
ザ
イ
ク
が
敷
か
れ
、
リ
ボ
ン
の
絡
ん
だ
葉
綱
と
、
悲
劇
で
用
い
ら
れ

る
女
性
の
仮
面
が
二
つ
描
か
れ
て
い
る
（
図
2

（
（1
（

）。

　

敷
居
の
モ
ザ
イ
ク
を
越
え
る
と
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
に
入
る
。
ア
ト
リ
ウ

ム
の
中
央
に
は
イ
ン
プ
ル
ウ
ィ
ウ
ム
（
雨
水
受
け
皿
）
が
設
け
ら
れ
、
お
そ
ら

く
そ
の
縁
に
、
こ
の
邸
宅
の
呼
び
名
の
由
来
と
な
っ
た
踊
る
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
像

が
設
置
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
ア
ト
リ
ウ
ム
の
両
側
の
壁
に
は
ク
ビ
ク
ル
ム
（
寝
室
）

が
並
び
、
そ
の
一
室
（
28
）
の
入
り
口
付
近
に
は
、

サ
テ
ュ
ロ
ス
と
ニ
ン
フ
を
表
し
た
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
が

設
置
さ
れ
て
い
た
（
図
3
）。

　

ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
を
奥
に
進
む
と
、
左
右
に
翼

部
（
29
）（
30
）
が
現
れ
る
。
右
（
東
側
）
翼
部

（
30
）
の
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
に
は
、
し
き
り
で
上
下
二

段
に
分
け
ら
れ
た
、
奥
行
き
の
あ
る
空
間
が
描
か
れ

て
い
る
（
図
4
）。
上
段
に
は
、
牝
鶏
を
襲
う
猫
が

描
か
れ
る
。
牝
鶏
の
脚
は
ひ
も
で
縛
ら
れ
、
猫
の
左

前
脚
が
牝
鶏
の
体
を
翼
の
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
て
い

る
。
下
段
奥
に
は
、
二
羽
の
カ
モ
が
並
ん
で
鎮
座
し

て
い
る
。
カ
モ
の
手
前
に
は
、
ハ
ス
の
蕾
と
三
羽
の

図2　《仮面と葉綱》ファウケス（53）

図3　《サテュロスとニンフ》
クビクルム（28）
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小
鳥
、
貝
類
、
口
を
ひ
も

で
結
わ
え
ら
れ
た
魚
の
束

が
置
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

左
（
西
側
）
翼
部

（
29
）
の
エ
ン
ブ
レ
ー
マ

に
は
、
水
飲
み
場
の
三
羽

の
鳩
が
描
か
れ
る
（
図

5
）。
水
飲
み
場
の
下
に

二
羽
、
水
飲
み
場
の
上
に

一
羽
の
鳩
が
留
ま
っ
て
い

る
。「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」

の
他
の
モ
ザ
イ
ク
と
は
明

ら
か
に
様
式
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
左
翼
部
（
29
）

に
最
初
に
設
置
さ
れ
た
モ

ザ
イ
ク
は
損
失
し
、
新
た

に
制
作
さ
れ
設
置
さ
れ
た

作
例
と
み
ら
れ
る（

（1
（

。

　

ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
の

最
奥
に
は
タ
ブ
リ
ヌ
ム

（
33
）（
主
人
の
主
室
）
が

あ
り
、
そ
れ
を
挟
む
形
で
設
置
さ
れ
た
二
つ
の
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
34
）（
35
）

に
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
側
の
ト

リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
34
）
の
床
の
中
央
に
は
、
た
て
が
み
を
生
や
し
た
虎
柄
の
動

物
と
、そ
の
動
物
に
ま
た
が
っ
た
有
翼
の
童
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る（
図
6
）。

童
子
は
左
手
に
手
綱
を
握
り
、
右
腕
で
自
ら
の
上
半
身
ほ
ど
も
あ
る
金
属
製
の

器
を
抱
え
、
そ
の
中
を
覗
き
込
ん
で
い
る
。
動
物
は
左
前
足
で
地
面
に
落
ち
た

杖
を
踏
み
、
口
に
は
手
綱
と
繋
が
る
く
つ
わ
が
填
め
ら
れ
、
童
子
を
仰
ぎ
見
る

よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
の
葉
や
金
属
製
の
器
な
ど
か
ら
、
こ
の
図

像
は
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
と
か
か
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

動
物
の
足
元
の
す
ぐ
横
に
は
、
垂
直
に
続
く
崖
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は

酒
に
ま
つ
わ
る
寓
意
的
な
主
題
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ（

（1
（

。

　

東
側
の
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
か
ら
の
入
り
口

と
、
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）
へ
抜
け
る
入
り
口
を
持
つ
。
壁
面
に
は
第
一

様
式
の
装
飾
が
残
る
。
床
の
中
央
に
は
、
魚
介
類
を
散
り
ば
め
た
海
辺
の
風
景

が
描
か
れ
た
モ
ザ
イ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
図
7
）。
す
べ
て
の
魚
介
類
の

中
央
で
、
タ
コ
が
大
エ
ビ
を
襲
い
、
ウ
ツ
ボ
が
離
れ
た
場
所
か
ら
二
匹
に
忍
び

寄
る
。
背
景
に
は
、
水
平
線
を
臨
む
海
辺
と
、
海
面
か
ら
突
出
し
た
岩
場
、
岩

場
の
上
の
小
鳥
が
描
か
れ
る（

（1
（

。

　

ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
か
ら
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）
に
出
る
と
、
列

柱
が
巡
ら
さ
れ
た
庭
園
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
は
噴
水
が
設
置
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

噴
水
を
挟
ん
で
反
対
側
に
は
、
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム
（
36
）（
40
）
に
対
し
て

図5　《水飲み場の鳩》アトリウム左翼部（29）
A. Hoffmann and M. de Vos (1994), p.103.

図4　《鳥を襲う猫、鴨、魚介》
アトリウム右翼部（30）
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61

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
一
考
察

―
舗
床
モ
ザ
イ
ク
に
表
さ
れ
た
図
像
を
巡
っ
て

―

壁
を
取
り
払
っ
た
、
開
放
的
な
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
が
あ
る
。
敷
居
に
は
二
本

の
柱
が
建
て
ら
れ
、
柱
を
よ
け
て
フ
リ
ー
ズ
状
の
モ
ザ
イ
ク
が
敷
か
れ
て
い
た

（
図
8
）。
ハ
ス
の
葉
や
蕾
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
水
面
で
カ
バ
と
ワ
ニ
が
、
陸
上

で
は
マ
ン
グ
ー
ス
と
ヘ
ビ
が
睨
み
合
い
、
そ
の
間
に
カ
モ
や
小
動
物
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
る
。
ナ
イ
ル
河
畔
の
の
ど
か
な
風
景
を
表
し
た
こ
の
モ
ザ
イ

ク
に
は
、
三
ミ
リ
以
上
の
大
き
な
テ
ッ
セ
ラ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
左
翼
部

（
29
）
の
鳩
の
モ
ザ
イ
ク
を
除
い
て
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
図
像
を
表
し
た

モ
ザ
イ
ク
の
中
で
は
最
も
新
し
い
作
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

ナ
イ
ル
河
畔
の
モ
ザ
イ
ク
の
奥
に
は
、
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
の
床
面
の
大
部

分
を
使
っ
た
巨
大
な
戦
闘
図
が
設
置
さ
れ
て
い
た
（
図
9
）。
奥
行
き
は
約
三

メ
ー
ト
ル
、
横
幅
は
約
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
図
像
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
と
し
て

は
、ポ
ン
ペ
イ
で
最
も
大
き
な
作
例
で
あ
る
。
二
つ
の
軍
団
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、

馬
と
兵
士
が
入
り
乱
れ
る
。右
側
の
軍
団
は
撤
退
を
始
め
て
お
り
、馬
車
に
乗
っ

た
将
軍
と
み
ら
れ
る
人
物
が
体
ご
と
振
り
返
り
、
自
分
を
追
う
左
側
の
軍
団
の

方
向
へ
目
を
向
け
て
い
る
。
視
線
の
先
で
は
、
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
人
物
が
、

右
に
向
け
て
騎
馬
を
前
進
さ
せ
る
。
こ
の
モ
ザ
イ
ク
に
は
原
画
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
東
方
遠
征
を
行
う
さ
な
か
に
、

ダ
レ
イ
オ
ス
三
世
率
い
る
ペ
ル
シ
ャ
軍
と
衝
突
し
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
と

伝
わ
る（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
闘
図
は
一
般
に
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・

モ
ザ
イ
ク
》
と
呼
ば
れ
る
。

　

エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
の
西
側
に
隣
接
し
た
オ
エ
ク
ス
（
42
）
に
は
、
ラ
イ
オ

図6　《獅子と有翼の童子》トリクリニウム（34）
A. Hoffmann and M. de Vos (1994), p.105.

図7　《大エビとタコの戦い》
トリクリニウム（35）

図8　《ナイル河風景フリーズ》部分　エクセドラ（37）
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ン
を
描
い
た
エ
ン
ブ
レ
ー
マ

が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

モ
ザ
イ
ク
は
一
九
世
紀
の
発

掘
の
途
中
で
失
わ
れ
、
復
元

図
の
み
伝
わ
っ
て
い
る
（
図

10
）。
し
か
し
、
邸
宅
の
遺

跡
に
は
、
テ
ッ
セ
ラ
の
基
礎

部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
た
漆

喰
の
土
台
が
残
っ
て
お
り
、

ラ
イ
オ
ン
の
た
て
が
み
に
相

当
す
る
部
分
に
、
テ
ッ
セ
ラ

を
固
定
す
る
た
め
の
深
い
溝

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ

の
漆
喰
の
た
て
が
み
の
跡
か

ら
、
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
が
、
画

面
の
下
を
西
に
向
け
て
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て
、

設
置
場
所
に
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム

（
36
）
を
境
に
、
図
像
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
が
、
主
題
ご
と
に
大
き
く
南
北
に

分
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
周
辺
の
モ
ザ
イ
ク
は
、
食
べ
物

と
酒
な
ど
、
饗
宴
に
関
す
る
主
題
で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
リ

ク
リ
ニ
ウ
ム
（
34
）

の
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
に

描
か
れ
た
童
子
は
、

ネ
コ
科
の
動
物
を
眷

獣
と
す
る
こ
と
や
、

ブ
ド
ウ
の
葉
や
盃
、

傍
ら
に
テ
ュ
ル
ソ
ス

（
杖
）
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
に
関

連
し
た
人
物
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ク
ビ
ク
ル
ム
（
28
）
の
サ

テ
ュ
ロ
ス
と
ニ
ン
フ
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
の
眷
属
で
あ
る（

（2
（

。
左
翼
部
（
29
）
の

エ
ン
ブ
レ
ー
マ
の
カ
モ
や
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
の
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
の
魚

介
類
は
、
豪
華
な
食
卓
を
連
想
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　

一
方
、
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
の
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
は
、

歴
史
的
な
戦
闘
が
決
着
す
る
瞬
間
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
で
あ
る
。
兵
士
や
騎
馬

の
重
な
り
合
い
で
表
さ
れ
る
空
間
の
奥
行
き
、鬼
気
迫
る
表
情
や
動
き
に
よ
り
、

観
者
は
作
品
の
中
に
引
き
こ
ま
れ
、
戦
場
の
緊
張
感
を
共
有
す
る
。
饗
宴
の
装

飾
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
刺
激
の
強
い
こ
の
戦
闘
図
に
関
し
て
は
、「
フ
ァ
ウ

ヌ
ス
の
家
」
の
住
人
が
、
家
族
や
家
の
奥
に
招
か
れ
た
客
人
と
語
ら
う
、
私
的

な
空
間
を
彩
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図10　《獅子のモザイク》オエクス（42）
A. Hoffmann and M. de Vos (1994), p.134.

図9　《アレクサンドロス・モザイク》　エクセドラ（37）
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63

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
一
考
察

―
舗
床
モ
ザ
イ
ク
に
表
さ
れ
た
図
像
を
巡
っ
て

―

三
．「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
モ
ザ
イ
ク
に
関
す
る
先
行
研
究

　
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
モ
ザ
イ
ク
の
先
行
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
、
モ
ザ
イ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
も
と

と
な
っ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
作
品
を
追
求
す
る
研
究
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
対
象
と
し
た
研
究
で
あ
る
。

　
　
　

三
―
一
．
図
像
に
焦
点
を
当
て
た
研
究

　

一
つ
め
の
研
究
は
さ
ら
に
三
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。（
一
）
類
似
作
品

と
の
比
較
を
通
し
て
、
原
画
で
あ
る
作
品
の
制
作
地
や
制
作
年
代
を
特
定
す
る

研
究
、（
二
）
文
学
作
品
な
ど
と
の
比
較
を
通
し
て
図
像
源
泉
や
主
題
を
特
定

す
る
研
究
、（
三
）
描
か
れ
た
動
植
物
の
種
類
を
実
際
の
動
植
物
と
照
合
し
特

定
す
る
研
究
で
あ
る（

（2
（

。（
一
）（
二
）
の
研
究
は
、
何
よ
り
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
に
関
し
て
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
絵

画
史
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
そ
れ
以
外
で

は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）
の
猫
と
カ
モ
の
モ
ザ
イ
ク
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ

ム
（
35
）
の
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
モ
ザ
イ
ク
が
ど

こ
で
制
作
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
設
置
さ

れ
た
か
、
ま
た
モ
ザ
イ
ク
の
動
植
物
の
組
み
合
わ
せ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
り
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
と

い
う
二
つ
の
問
い
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ア
ト
リ
ウ

ム
右
翼
部
（
30
）
と
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
の
モ
ザ
イ
ク
を
扱
っ
た
先
行
研

究
を
、
上
述
し
た
二
つ
の
問
い
に
注
目
し
て
見
て
い
く
。

　
　
　

�

ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）、
鳥
を
襲
う
猫
と
カ
モ
の
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て

　

タ
ン
ミ
ス
ト
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）
の
モ
ザ
イ
ク
に
描
か
れ
て
い

る
、
上
段
に
鶏
を
襲
う
猫
、
下
段
に
カ
モ
二
羽
を
置
く
図
案
に
関
し
て
、
ロ
ー

マ
や
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ン
プ
リ
ア
ス
で
発
見
さ
れ
た
同
様
の
構
図
を
持
つ
類
似
作

例
を
比
較
し
、カ
モ
の
脚
が
ひ
も
で
く
く
ら
れ
る
な
ど
の
差
異
が
あ
り
つ
つ
も
、

こ
の
構
図
が
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
の
一
つ
の
原
型
（archetype

）
と
し
て
存
在
し

た
と
考
察
し
て
い
る（

（2
（

。
原
型
に
つ
い
て
、
制
作
地
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
モ
ザ
イ
ク
制
作
が
隆
盛
し
て
い
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
考
案
さ
れ
、
交

易
を
通
し
て
古
代
地
中
海
世
界
に
広
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
描
か
れ
た
動
植
物
に
関
し
て
、
特
に
鳥
を
襲
う
猫
と
い
う
主
題
が
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
や
彫
刻
に
表
さ
れ
、
後
の
時
代
に
イ
タ
リ
ア
の
壁
画
や

壺
絵
に
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
カ
モ
に
関
し
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
で

は
壁
画
に
お
い
て
ナ
イ
ル
河
畔
で
猫
や
人
間
の
狩
猟
対
象
と
し
て
描
か
れ
、
イ

タ
リ
ア
で
は
壁
画
や
壺
絵
に
お
い
て
家
禽
や
食
糧
と
し
て
描
か
れ
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）
の
モ
ザ

イ
ク
や
い
く
つ
か
の
類
似
作
例
に
お
い
て
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
モ
ザ
イ
ク

に
お
い
て
ナ
イ
ル
河
風
景
を
表
し
た
作
品
に
頻
繁
に
描
か
れ
る
ハ
ス
を
、
く
ち
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ば
し
に
咥
え
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
モ
が
エ
ジ
プ
ト
を
想
起
す
る
要
素
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る（

（2
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）

の
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
住
人
が
原
型
に
基
づ
い

た
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
を
注
文
し
た
、
も
し
く
は
完
成
し
た
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
を
購
入

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
は
設
置
先
の
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
で

は
な
く
、
モ
ザ
イ
ク
工
房
で
制
作
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、

制
作
地
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
交
易
に
よ
り
モ
ザ
イ
ク
が
商
品
と
し

て
ポ
ン
ペ
イ
に
流
入
し
て
い
た
、
も
し
く
は
高
い
技
術
を
持
っ
た
外
国
人
の
モ

ザ
イ
ク
職
人
が
、
ポ
ン
ペ
イ
近
郊
に
工
房
を
構
え
て
い
た
と
考
え
る
研
究
者
が

多
い

（
（2
（

。
ま
た
、
鳥
を
襲
う
猫
、
ハ
ス
を
咥
え
た
カ
モ
は
、
エ
ジ
プ
ト
美
術
や
ナ

イ
ル
河
風
景
を
表
し
た
作
品
に
関
連
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
の
原
型
は
後
述
の
魚
介
類
の
モ
ザ

イ
ク
同
様
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
絵
画
に
遡
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
動
植
物
を
記
述
す
る
古
代
の
文
献
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
カ
モ
に
つ
い
て

は
家
禽
と
し
て
の
飼
育
方
法
な
ど
が
残
っ
て
い
る
が（

（2
（

、
こ
の
図
案
が
特
定
の
寓

話
や
教
訓
な
ど
を
指
し
示
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）、
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て

　

メ
イ
ブ
ー
ム
は
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
の
モ
ザ
イ
ク
に
描
か
れ
た
「
大

エ
ビ
と
タ
コ
、
ウ
ツ
ボ
の
戦
い
」
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
図
案
を
描
い
た
ポ

ン
ペ
イ
の
別
の
邸
宅
（
Ⅷ
、
2
、
16
）
の
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
や
、
ロ
ー
マ
近

郊
の
古
代
都
市
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
遺
跡
群
か
ら
発
見
さ
れ
た
魚
介
類
の
モ
ザ

イ
ク
と
、
様
式
や
制
作
技
術
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ

オ
火
山
近
郊
を
拠
点
と
し
て
、
動
植
物
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
し
た
大
規
模
な

モ
ザ
イ
ク
職
人
の
集
団
が
存
在
し
た
と
考
察
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、「
大
エ
ビ
と

タ
コ
、
ウ
ツ
ボ
の
戦
い
」
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
や
壁
画
は
、
エ
ル
コ
ラ
ー
ノ
、

ア
ク
イ
レ
イ
ア
、
ポ
ル
ト
・
ト
ッ
レ
ス
、
ロ
ー
マ
な
ど
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
に

加
え
、
ト
リ
ポ
リ
タ
ニ
ア
や
ス
ー
ス
な
ど
の
北
ア
フ
リ
カ
の
古
代
都
市
で
も
発

見
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
主
題
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
動
物
誌
』
を
は
じ
め
と

し
た
古
代
文
献
に
頻
繁
に
登
場
す
る（

（3
（

。
メ
イ
ブ
ー
ム
は
、
こ
う
し
た
文
献
の
挿

絵
が
、
モ
ザ
イ
ク
の
原
型
と
し
て
、
古
代
地
中
海
世
界
に
流
布
し
た
と
推
測
し

て
い
る
。

　

メ
イ
ブ
ー
ム
の
指
摘
す
る
通
り
、
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
や
ポ
ン
ペ
イ
で
「
大
エ

ビ
と
タ
コ
、
ウ
ツ
ボ
の
戦
い
」
の
モ
ザ
イ
ク
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
古
代
都
市
に
お
い
て
、
制
作
に
時
間
も
手
間
も
か
か
る
モ
ザ
イ
ク
と

い
う
媒
体
で
表
す
ほ
ど
、
こ
の
主
題
が
好
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
特

に
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
モ
ザ
イ
ク
は
、
奥
行
き
と
横
幅
と
も
に
二
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
ザ
イ
ク
は
、
交
易
を
通
じ
て
購
入
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
熟
練
し
た
モ
ザ
イ
ク
職
人
が
、
一
定
期
間
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ

火
山
近
郊
に
滞
在
し
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
魚
介
類
の
モ
ザ
イ

ク
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
動
物
誌
』
や
他
の
古
代
文
献
に
見
ら
れ
る
「
大

美術44_03野々瀬真理氏1C_四[57-70].indd   64美術44_03野々瀬真理氏1C_四[57-70].indd   64 2023/03/03   14:36:252023/03/03   14:36:25



65

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
一
考
察

―
舗
床
モ
ザ
イ
ク
に
表
さ
れ
た
図
像
を
巡
っ
て

―

エ
ビ
と
タ
コ
、
ウ
ツ
ボ
の
戦
い
」
に
関
す
る
記
述
は
、
海
の
生
き
物
に
関
す
る

知
識
を
ま
と
め
た
「
漁
撈
の
書
（H

alieutica

）」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
が

参
考
に
さ
れ
た
と
考
察
す
る
研
究
も
あ
り
、
こ
の
書
物
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
二

世
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ォ
ス
の
エ
チ
オ
ピ
ア
遠
征
に
従
軍
し
た
学
者
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
記
述
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ト
リ
ク
リ

ニ
ウ
ム
（
35
）
の
モ
ザ
イ
ク
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
営
ま
れ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の

自
然
科
学
を
彷
彿
と
す
る
図
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

タ
ン
ミ
ス
ト
と
メ
イ
ブ
ー
ム
の
研
究
は
、
ど
ち
ら
も
地
中
海
世
界
の
モ
ザ
イ

ク
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
収
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
図
像
の
系
譜

を
概
観
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ザ
イ
ク
が
、

遺
跡
の
ど
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
同
じ
遺
跡
に
他
に
ど
の
よ
う

な
装
飾
が
施
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん

ど
考
察
を
行
っ
て
い
な
い
。「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
お
け
る
モ
ザ
イ
ク
の
動

植
物
の
図
像
の
意
味
を
、
よ
り
具
体
的
に
考
察
す
る
た
め
に
は
、
邸
宅
の
図
像

を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
全
て
の
分
析
を
行
っ
た
、
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
を
参

照
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

三
―
二
．
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て
た
研
究

　

二
つ
め
の
研
究
は
、
邸
宅
の
内
装
に
反
映
さ
れ
た
住
人
の
趣
味
や
当
時
の
流

行
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
前
述
し
た
（
一
）
か
ら

（
三
）
の
研
究
結
果
を
総
合
し
て
考
察
を
行
う
。
以
下
で
は
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の

家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
察
し
た
、
直
近
の
研
究
を
一
つ
取
り
あ
げ
る
。

　

ト
ー
マ
ス
は
、《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
に
お
い
て
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
右
隣
に
描
か
れ
た
男
の
特
定
を
試
み
た（

（3
（

。
古
代
文
献
に
記

述
さ
れ
た
戦
闘
と
モ
ザ
イ
ク
に
表
さ
れ
た
戦
闘
描
写
の
一
致
な
ど
か
ら
、
右
隣

の
男
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世
で
あ
り
、
さ
ら
に
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ

ザ
イ
ク
》
の
原
画
の
依
頼
主
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世
の
近
親
者
で
あ
っ
た

と
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
動
植
物
を
描
い
た

モ
ザ
イ
ク
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
特
に
、
ア
ト
リ
ウ
ム
右
翼
部
（
30
）
の
モ
ザ
イ
ク
の
鳥
を
襲
う
猫
と
、

ナ
ウ
ク
ラ
テ
ィ
ス
か
ら
出
土
し
た
猫
の
大
理
石
彫
像
の
類
似
や
、
ク
ビ
ク
ル
ム

（
28
）
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
と
ニ
ン
フ
の
モ
ザ
イ
ク
と
、
ト
ゥ
ム
イ
ス
か
ら
出
土
し

た
同
様
の
主
題
の
エ
ン
ブ
レ
ー
マ
の
類
似
な
ど
挙
げ
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」

の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
影
響
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。

　

ト
ー
マ
ス
は
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
を
中
心
に
、「
フ
ァ
ウ

ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
析
を
行
い
、
図
像
を
表
し
た
邸
宅
の
す

べ
て
の
モ
ザ
イ
ク
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
を
暗
示
す
る
作
例
で
あ
っ
た
可
能

性
を
示
唆
し
た
。
そ
の
一
方
で
、《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
以
外

の
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て
、
設
置
さ
れ
た
部
屋
の
位
置
な
ど
は
重
要
視
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
、
ト
ー
マ
ス
の
主
目
的
が
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》

の
原
画
に
お
け
る
人
物
の
特
定
で
あ
り
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
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グ
ラ
ム
の
分
析
は
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。し
か
し
、

「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
お
い
て
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
と
他

の
モ
ザ
イ
ク
の
関
係
性
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ザ
イ
ク
が
設
置
さ

れ
た
部
屋
か
ら
エ
ク
セ
ド
ラ
（
37
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
無
視
で
き
な
い
。
特
に
、

ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
（
27
）
と
ペ
リ
ス
テ
ュ
リ
ウ
ム

（
36
）
の
双
方
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
入
り
口
を
持
つ
。「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装

飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
の
魚
介
類
の
モ
ザ
イ

ク
は
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
周
り
の
モ
ザ
イ
ク
群
だ
け
で
な
く
、《
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
》
と
も
共
通
す
る
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

四
．
今
後
の
展
望

　

ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
35
）
の
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
と
《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・

モ
ザ
イ
ク
》
は
、
ど
ち
ら
も
二
つ
の
勢
力
間
に
お
け
る
戦
闘
に
焦
点
を
当
て
て

描
い
て
い
る
。
ト
ー
マ
ス
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、「
大
エ
ビ
と
タ
コ
、
ウ
ツ

ボ
の
戦
い
」
を
表
し
た
モ
ザ
イ
ク
群
の
源
泉
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
二
世
が
軍

に
伴
っ
た
学
者
が
著
し
た
「
漁
撈
の
書
」
に
関
係
し
た
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
文
献
は
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
モ
ザ
イ
ク
の
「
大
エ
ビ
と
タ
コ
、
ウ

ツ
ボ
の
戦
い
」
が
何
ら
か
の
寓
意
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
考
察
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
エ
ク
セ
ド
ラ
の
敷
居
に
敷
か
れ
た
ナ
イ
ル
河
風
景

の
フ
リ
ー
ズ
と
合
わ
せ
て
、
河
や
海
な
ど
水
辺
に
お
け
る
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ポ
ン
ペ
イ
の
他
の
邸
宅
か
ら
も
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
が
三
点
発
見
さ

れ
て
お
り（

（3
（

、
こ
の
う
ち
一
点
に
つ
い
て
は
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
作
例
と
ほ

ぼ
同
じ
構
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
邸
宅
に
は
、《
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
モ
ザ

イ
ク
》
に
相
当
す
る
大
規
模
な
モ
ザ
イ
ク
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
設
置
さ

れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
と
共
通
す
る
要
素
も

あ
る（

（3
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
邸
宅
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
が
置

か
れ
た
位
置
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
ポ
ン
ペ
イ
の
邸
宅
一
般
に
お
い
て
魚
介
類

の
モ
ザ
イ
ク
が
敷
か
れ
た
意
図
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。「
フ
ァ
ウ

ヌ
ス
の
家
」
に
お
い
て
魚
介
類
の
モ
ザ
イ
ク
が
敷
設
さ
れ
た
目
的
が
、
必
ず
し

も
他
の
邸
宅
と
合
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
、
一
定
の
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
。

【
註
】

（
1
）	

Ｒ
・
リ
ン
グ
『
ポ
ン
ペ
イ
の
歴
史
と
社
会
』（
堀
賀
貴
訳
）
同
成
社
、
二
〇

〇
七
年
、
三
五
―
六
八
頁
。

（
2
）	「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
部
屋
番
号
は
、
オ
ー
バ
ー
ベ
ッ
ク
に
よ
り
割
り
当

て
ら
れ
て
以
降
、
多
く
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。J. O

verbeck, 
Pom

peji in seinen G
ebäuden, A

lterthüm
ern und K

unstw
erken, 

Leipzig 

（1884

）, p. 347. 

間
取
り
や
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ザ
イ
ク
の
位
置
に
関

し
て
は
、A

. H
offm

ann and M
. de V

os, "Casa del Fauno," Pom
pei 
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「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
一
考
察

―
舗
床
モ
ザ
イ
ク
に
表
さ
れ
た
図
像
を
巡
っ
て

―

: pitture e m
osaici V

ol. 5, Rom
e (1994), pp. 80-141

を
参
照
し
た
。

（
3
）	

ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
は
、
一
九
世
紀
の
考
古
学
者
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
マ
ウ
に
よ
っ

て
四
つ
の
様
式
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
色
石
を
積
ん
だ
様
子
を
模
し
た
第
一

様
式
、
建
築
空
間
を
模
し
た
第
二
様
式
、
建
築
の
整
合
性
よ
り
も
装
飾
的
な

表
現
を
重
ん
じ
る
第
三
様
式
、
過
去
の
様
式
へ
の
回
帰
が
見
ら
れ
る
第
四
様

式
で
あ
る
。
こ
の
様
式
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
議
論
が
続
い
て
い

る
。A

. M
au, Geschichte der decorativen W

andm
alerei in Pom

peji, 
Berlin (1882).

（
4
）	

芳
賀
京
子
、
芳
賀
満
『
西
洋
美
術
の
歴
史
１ 

古
代　

ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
、

美
の
曙
光
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
九
一
―
三
九
五
頁
。

（
5
）	A

. H
offm

ann and M
. de V

os, op. cit., pp. 80-83.

（
6
）	

一
八
三
一
―
一
八
三
二
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
の
記
録
は
未
刊
行
で
あ
り
、
モ

ザ
イ
ク
の
設
置
さ
れ
て
い
た
向
き
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。
ま
た
一
八
三
二
年
に
は
、
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
美

術
作
品
の
描
き
起
こ
し
図
を
集
め
た
図
版
集『
王
立
ブ
ル
ボ
ン
博
物
館（R

eal 
M

useo Borbonico

）
カ
タ
ロ
グ
』
の
中
で
、
邸
宅
の
平
面
図
と
モ
ザ
イ
ク

が
公
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ザ
イ
ク
が
ど
の
部
屋
に

設
置
さ
れ
て
い
た
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。A

. Christensen, From
 

Palaces to Pom
peii: T

he A
rchitectural and Social Context of 

H
ellenistic Floor M

osaics in the H
ouse of the Faun, Florida 

(2006), pp. 6-9. 

（
7
）	F. Pesando, La casa dei G

reci, M
ilan (1989), pp. 80-83.

（
8
）	A

. H
offm

ann and M
. de V

os, op. cit.

（
9
）	R

. W
estgate, "Pavim

enta antique em
blem

ata verm
iculata: 

Regional Styles in H
ellenistic M

osaic and the First M
osaics at 

Pom
pei," A

m
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Summary

The decorative program of the House of the Faun:
On the figures depicted in the floor mosaics

Mari NONOSE

The House of the Faun is a residence in the ancient city of Pompeii, extended over 
a vast area of 3,000 square meters. It includes two atria and peristyles, respectively: 
the common halls in ancient Roman residences, and two peristyles, reminiscent of a 
courtyard of a Hellenistic palace. Most of the walls were decorated with the First Style 
paintings and the floor was covered with magnificent mosaics. Since the construction 
of the House of the Faun had begun in the first half of the second century BCE, it 
has been renovated for many times while these decorations have been preserved 
throughout the durations.

The mosaics in the house floor are among the finest in Pompeii and most of them 
are made of tesserae of colored stones; its each length is less than three millimeters. 
This technique, called opus vermiculatum, flourished during the Hellenistic period. 
The mosaics, now on display at the Naples National Archaeological Museum (MANN), 
were originally situated on the northern and southern sides of the peristyle (36). The 
triclinia and alae of the atrium (27) on the southern side of the peristyle were the place 
where guests were invited for feast, and mosaics in which subjects related to food and 
wine were placed in the center of these rooms. The exedra on the northern side of the 
peristyle was on the contrary used as a private space for the residents, and here, a 
mosaic which represents a huge battle scene was laid out over the entire floor. This is 
generally referred to as the "Alexander Mosaic," which depicts Alexander the Great's 
expedition to the east.

There have been two main approaches to the study of the mosaics in the House 
of the Faun. The first group consists in analyses of the iconography of each mosaic, 
trying to determine the original Hellenistic work; the second is represented by studies 
of the entire decorative program of the house. This essay will examine studies of the 
first kind dealing with the cat and duck mosaics in the ala (30) and the fish mosaic 
in the triclinium (35), then introduce a study of the second kind which deals with the 
decorative program with "Alexander Mosaic". Then, we will summarize the insights 
on the mosaic of the House of the Faun gathered from these studies, explore the 
problems of mosaic research in the house, and discuss the new research methods 
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